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	報 告 者
	クラブ　B＆G兵庫ジュニア海洋クラブ
学年　中学3年　　　　　　　　　氏名    木内　　宏治

	大 会 名
	北米選手権

	開 催 地
	メキシコ　　バジェデブラボ

	大 会 期 間
	10月21日～10月26日

	セールNo
	JPN3178
	最 終 順 位
	103位


	気温、水温、ウエアについて
	昼間はとても温かく海パンとラッシュガードで十分だった
水温は気温と比べて少し冷たかった

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	朝、風が無くても昼から必ず風が上がった。
波はチョッピーでうねることはほとんどなかった。

ブローとラルの差が激しかった

	セッティングで注意したこと
	クラスルールを破らないように気を付けた。
角度とスピードをしっかり出せるようにいつもどうりにセットした。

	セーリングで注意したこと
	スピード練習のスピードを出せるように心掛けた。

	海上で練習したこと
	スピード練習　　ラビット

	実際のスベリはどうでしたか？
	スピードで走り負けることはなかったが角度で負けてしまうことが何度かあった

	スタートは、どうでしたか？
	有利なエンドは2分30秒前ですでに混戦状態になっていて並ぶことができなかった。

真ん中のフリーな場所から出ることが多かった。
みんなとても声を出して権利を主張していた。

	コース戦略はどうでしたか？
	自分の考えていたコースを思うように弾くことができなかった。

スタート後にバウが出ず、逃げタックを打つことが多かった

	自分より上位の選手との違いは？
	風の強弱などでピッチングモードとスピードモードの使い分けがうまかった。

自分の置かれている位置がよくわかっていた。

2レグめで順位をほとんど落とさない。

ランニングでもしっかりコース戦略を持っていた。

	国内の練習で役立ったこと
	スピード練習　　ロングを走ること

	国内の練習で足りなかったこと
	マーク回航　　レイラインと上マークを見て走ること

	印象に残った外国選手は？
	AHO 5　　風と艇の位置関係をよく見ていた。

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	海外の選手の速さ、練習方法、セットなど様々な事を吸収することが出来ました。
今回の経験をこれからのセーリングに生かしていきたいと思います

	今後の課題と目標は？
	自分がレース中にもっと多くのことを考えてコースを引かなければならない事がよくわかりました。
今回の経験を生かして次のクラスでも頑張りたいと思います。

	JODAへの要望
	

	その他
	良い経験をすることが出来ました。ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
